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信頼と連携の輪

おしえて！薬剤師さん



SPESIAL 
FEATURE 

特  集

薬
剤
部
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

２
０
２
４
年
7
月
、
薬
剤
部
長
に
就
任
し
た
井
上
和
啓
さ
ん
。
今
回
新
体
制
と
な
っ

た
薬
剤
部
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
済
生
会
川

内
病
院
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
2
0
2
4

年
７
月
よ
り
薬
剤
部
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
井
上
和
啓
と
申
し
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

薬
剤
部
門
の
発
展
と
地
域
医
療
へ

の
貢
献
に
尽
力
し
て
参
る
所
存
で

す
。薬

剤
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
前
に
、
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
、
福
岡
県
北
九
州
市
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
1
9
8
6
年
３

月
に
福
岡
大
学
薬
学
部
を
卒
業

し
、
地
元
に
あ
り
ま
す
北
九
州
市

立
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
と
い
う
身

体
に
障
が
い
の
あ
る
方
や
神
経
発

達
症
等
を
対
象
と
し
た
病
院
に
就

職
い
た
し
ま
し
た
。
北
九
州
市
立

総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
で
は
26
年
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
薬

剤
師
と
し
て
の
業
務
と
は
別
に
、

口
唇
口
蓋
裂
の
新
生
児
ケ
ア
の
お

手
伝
い
や
、
障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
と
の
バ
ン
ド
活
動
、
北
九
州

Y
M
C
A
が
主
催
す
る
障
が
い
の

あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た

キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
画
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
芸
術
活
動
を
紹
介
す
る

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
の
実
行
委
員
を

務
め
る
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
お

子
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
挨
拶

自
己
紹
介

薬剤部長

Kazuhiro Inoue
井上 和啓
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物
療
法
の
提
供
に
尽
力
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
、
薬
剤
師
と
し
て
、
ま

た
人
間
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で

参
り
ま
し
た
。
薬
剤
師
は
、
正
確
で

安
全
な
調
剤
を
行
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
チ
ー
ム
医
療
の
一

員
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
、
医

療
の
質
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県
内
外
で
の

勤
務
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
当

院
薬
剤
部
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
済
生
会
川

内
病
院
の
薬
剤
部
を
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

当
院
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医

療
機
関
と
し
て
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
、
薬
剤
部
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
に
お
け
る
薬
剤
師
の
仕
事

は
、
単
に「
薬
を
調
剤
す
る
」
こ

と
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
患
者
様

が
安
全
に
、
そ
し
て
効
果
的
に
お

薬
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
他
職
種
と
連
携

し
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

薬
剤
部
は
、
本
年
度
４
名
の
新

人
薬
剤
師
が
入
職
し
ま
し
た
。
現

在
11
名
の
薬
剤
師
と
４
名
の
薬
剤

助
手
で
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

薬
剤
部
で
は
、
入
院
中
の
お
薬

の
管
理
だ
け
で
な
く
、
退
院
後
の

生
活
を
見
す
え
た
服
薬
指
導
、
が

ん
や
糖
尿
病
な
ど
専
門
的
な
治
療

に
対
す
る
薬
学
的
支
援
、
ま
た
医

療
の
質
と
安
全
を
守
る
た
め
の
業

務
な
ど
、
幅
広
い
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
の
薬
局
や
医
療
機
関

と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。
現
時
点
で
は
十
分
な
役
割

は
果
た
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
病

院
内
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
全
体
で
患
者
様
を
支
え

て
い
け
る
よ
う
、
薬
剤
師
と
し
て

何
が
で
き
る
か
を
日
々
考
え
、
行

動
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、「
患
者
様
に
寄
り
添

う
薬
剤
師
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
薬
剤
部
一
同
、
丁
寧
で
質

の
高
い
業
務
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。
何
か
お
薬
の
こ
と
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。皆

さ
ま
の
健
康
を
お
守
り
す

る
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

50
歳
を
迎
え
た
2
0
1
2
年
４

月
に
、
縁
あ
っ
て
、
日
本
赤
十
字
社

福
岡
赤
十
字
病
院
薬
剤
部
に
勤
務

し
、
2
0
1
4
年
４
月
に
、
鹿
児
島

大
学
病
院
薬
剤
部
に
副
薬
剤
部
長

と
し
て
赴
任
し
、
2
0
2
3
年
３

月
に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
特
任
専
門
員
と
し
て
鹿
児
島

大
学
病
院
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
2
0
2
4
年
７
月
済
生
会
川

内
病
院
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
患
者
様
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
最
適
な
薬

薬
剤
部
の
ご
紹
介

4名の新入職員を迎え、にぎやかになった薬剤部

ギター演奏は、私にとって
最高のリフレッシュタイムです
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要
介
護
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
等
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に

は
、『
在
宅
サ
ー
ビ
ス
』、『
施

設
サ
ー
ビ
ス
』、『
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
』
の
3
つ
が
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　

　
今
回
は
自
宅
で
生
活
を
送

り
な
が
ら
受
け
ら
れ
る
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

在
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

① 

訪
問
サ
ー
ビ
ス

● 

訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　�

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
、
入

浴
・
排
泄
・
食
事
介
助
な
ど
の
身
体
介
護
や
、

調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
い
物
な
ど
の
生
活

援
助
を
行
い
ま
す
。
通
院
な
ど
を
目
的
と
し

た
乗
降
介
助
も
行
い
ま
す
。

● 

訪
問
入
浴
介
護

　�

　
介
護
職
員
と
看
護
職
員
が
自
宅
を
訪
問

し
、
専
門
の
簡
易
浴
槽
を
使
っ
て
入
浴
の
介

助
を
行
い
ま
す
。

● 
訪
問
看
護

　�

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
看
護
師
が
自
宅
を

訪
問
し
て
、
療
養
上
の
世
話
や
必
要
な
診
療

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

● 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　�

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
自
宅
を
訪
問
し

て
、
心
身
の
機
能
の
維
持
・
回
復
、
日
常
生

活
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

● 

居
宅
療
養
管
理
指
導

　�

　
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養

士
又
は
歯
科
衛
生
士
等
が
、
自
宅
を
訪
問
し

て
心
身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
等

を
把
握
し
、
療
養
上
の
管
理
及
び
指
導
を
行

い
ま
す
。

② 

通
所
サ
ー
ビ
ス

● 

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　�

　
通
所
介
護
施
設
で
、
食
事
・
入
浴
・
排
泄

な
ど
の
日
常
生
活
支
援
や
、
機
能
訓
練
な
ど

の
支
援
を
日
帰
り
で
行
い
ま
す
。

●  

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン （
デ
イ
ケ
ア
）

　�

　
介
護
老
人
保
健
施
設
や
病
院
、
診
療
所
等

に
併
設
さ
れ
た
施
設
に
通
い
、
理
学
療
法
士
、

介
護
保
険
に
つ
い
て

い
り
ょ
う
相
談
室

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
せ
ん
だ
い

東 

三
千
代
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
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作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
等
が
生
活
機
能

向
上
の
た
め
の
訓
練
や
、
食
事
・
入
浴
・
排

泄
な
ど
の
生
活
支
援
を
日
帰
り
で
行
い
ま

す
。

③ 

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

●  

短
期
入
所
生
活
介
護

● 

短
期
入
所
療
養
介
護

　�

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
、
医
療
施
設
な
ど

に
短
期
間
入
所
し
て
、
日
常
生
活
支
援
や
機

能
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

④
そ
の
他

　
（
生
活
す
る
環
境
を
整
え
る
）

● 

福
祉
用
具
貸
与

　�

　
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
補
助
す
る
福

祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
介
護

保
険
で
貸
与
可
能
な
福
祉
用
具
は
13
品
目

あ
り
ま
す
。

　
⑴�

車
い
す

　
⑵�

車
い
す
付
属
品

　
⑶�

特
殊
寝
台

　
⑷�

特
殊
寝
台
付
属
品

　
⑸�

床
ず
れ
防
止
用
具

　
⑹�

体
位
変
換
器

　
⑺�

手
す
り（
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の
）

　
⑻�

ス
ロ
ー
プ（
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の
）

　
⑼�

歩
行
器

　
⑽�

歩
行
補
助
杖

　
⑾�

認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器

　
⑿�

移
動
用
リ
フ
ト（
つ
り
具
を
除
く
）

　
⒀�

自
動
排
泄
処
理
装
置

　
＊�

原
則
、
⑴
～
⑹
と
⑾
⑿
は
要
支
援
1
・
2
、

要
介
護
1
の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
＊�

⒀
は
要
支
援
1
・
2
、
要
介
護
1
～
3
の

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
＊�

令
和
7
年
4
月
か
ら
次
の
福
祉
用
具
は

利
用
方
法（
借
り
る
、
ま
た
は
購
入
す
る
）

を
選
択
で
き
ま
す
。

　
　�

⑻
の
う
ち
固
定
ス
ロ
ー
プ

　
　
⑼
の
う
ち
歩
行
器（
歩
行
車
は
除
く
）

　
　�

⑽
の
う
ち
単
点
杖
（
松
葉
杖
は
除
く
）
と

多
点
杖

● 

特
定
福
祉
用
具
販
売

　�

　
可
能
な
限
り
、
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県

の
指
定
を
受
け
た
事
業
者
が
、
入
浴
や
排
泄

に
用
い
る
福
祉
用
具
を
販
売
す
る
こ
と
で

す
。
年
度
毎
に
10
万
円
を
上
限
と
し
て
、
購

入
費
の
7
～
9
割
（
1
～
3
割
は
自
己
負

担
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

住
宅
改
修

　�

　
手
す
り
取
り
付
け
や
段
差
解
消
な
ど
の

住
宅
改
修
を
し
た
と
き
、
改
善
費
用
の
う
ち

一
人
最
大
20
万
円
を
限
度
と
し
て
そ
の
7

～
9
割
（
1
～
3
割
は
自
己
負
担
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

＊�

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
、
所
得
に
応
じ

て
1
～
3
割
の
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
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新任Dr.紹介筋トレ
弓道

ジョギング

筋トレ
写真撮影

テニス

楽器演奏

カフェめぐり

スポーツ観戦
（サッカー）
コーヒー

ドライブ

高校野球観戦

おいしいご飯を
食べること

喫茶店
コーヒー屋巡り

激辛グルメ
巡り

ポケモン
麻雀

息子と一緒に
ポケモンGO

旅行

サッカー

釣り

ラグビー

スポーツ観戦

読書

車
ドライブ

散歩
走ること

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

趣味 / 特技

濵
はま だ　たか ふみ

田 嵩史

小
お が わ 　 じ ゅ り

川 樹里

恵
え じ ま 　 た く み

島 卓海

奥
お く む ら 　 た か し

村 隆志

榎
え の き 　 や す と

木 康人

竹
たけとし　きょうこ

歳 杏子

岩
いわ た　ひろ き

田 大輝

佐
さ た 　 ひ ろ と

田 洸斗

足
あ だ ち

達  良
りょう

吉
よしどめ

留 しずか

竹
た け や ま 　 ひ ま わ り

山 向日葵

阿
あ

久
く

根
ね

健
けん

太
た

郎
ろう

中
な か や ま 　 ひ ろ き

山 大希

足
あ だ ち 　 さ お り

達 沙織

米
よねくら

倉　圭
けい

永
な が の 　 た い が

野 大河

川
かわ

原
は ら

凜
りん

太
た

郎
ろう

上
かみむら　まさひさ

村 征央

塩
しおかわ　なおひろ

川 直宏

肥
ひ

後
ご

 直
なおとも

倫

川
かわはら　ひろふみ

原 裕史

嘉
よ し か わ 　 そ う た

川 颯太

消化器内科

消化器内科

腎臓内科

外科・
消化器外科

泌尿器科

産婦人科

消化器内科

消化器内科

糖尿病内科

外科・
消化器外科

泌尿器科

放射線科

消化器内科

糖尿病内科

外科・
消化器外科

産婦人科

研修医

腎臓内科

小児科

外科・
消化器外科

産婦人科

研修医

川内地域の医療に貢献できる
ように頑張ります。よろしく
お願いします。

よろしくお願い致します。

皆様の力になれるよう、誠心
誠意診療に取り組んでまいり
ます。

薩摩川内市で働けるのを楽し
みにしています。よりよい医
療をご提供できるように一生
懸命頑張ります。

一生懸命に頑張ります。お願
いします。

4月より再び働かせていただくこ
とになり嬉しく思います。産婦人
科医として薩摩川内地域の皆様
のお力になれるよう精一杯頑張
ります。よろしくお願いします。

少しでも薩摩川内市の皆様の
お力になれるよう尽力しま
す。よろしくお願いします。

薩摩川内市の医療に貢献でき
るように、全力で頑張ってい
きます。よろしくお願いしま
す。

昨年度は川内市医師会立市民病
院の内分泌科を担当しており、当
院には大変お世話になりました。
引き続き川薩地区の糖尿病診療
に貢献できるよう頑張ります。

薩摩川内市には今回初めて参
りました。精一杯頑張ります、
よろしくお願い致します。

薩摩川内市出身です。この度、
泌尿器科医として勤務させて
いただくことになりました。
よろしくお願いいたします。

よろしくお願いいたします。

まだまだ未熟ですが、精一杯
頑張ります。

薩摩川内市の皆様のお力にな
れるよう尽力いたします。よ
ろしくお願いいたします。

4月から赴任しました外科の
米倉です。皆様が安心して診
療を受けられるように心掛け
ます。よろしくお願いします。

4月から産婦人科として勤務
いたします。患者さんに寄り
添った診療を心がけていきた
いと思います。

大学病院から勉強しに来させ
ていただきました。一生懸命
頑張ります。よろしくお願い
します。

微力ながら、地域の皆様のお
役に立てるように努めてまい
ります。よろしくお願い致し
ます。

こどもたちとその御家族のた
めに頑張っていきたいと思い
ます。みなさまの御協力をよ
ろしくお願いいたします。

薩摩川内地域の医療に貢献で
きるよう頑張りますのでよろ
しくお願いします。

本年度から赴任しました、前年度は鹿児
島医療センターで勤務しておりました。
初めての勤務地でありまた薩摩川内市に
住むことも初めてです。慣れないことも
多くご迷惑をおかけするかと思います
が、よろしくお願いいたします。

鹿児島大学病院から来ました。研
修医2年目です。将来的な進路と
して大まかに内科、外科に分かれ
ますが、私は内科を考えておりま
す。よろしくお願い致します。
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信頼と連携の輪

川内こどもクリニック
開院して34年目となり、開院当初小さかった子どもたちがお父さんやお母さんに
なって子どもと一緒にきてくれるようになりました。これからも子どもとそのご家
族の思いを尊重し、寄り添うことを大切にしていきます。
【予約優先制で診察を行っています】
子育て世代の忙しい親御さんや病気できつい思いをしている子がスムーズに受診で
きるよう、予約優先制を取り入れています。
【一般診察室と予防接種・健診室があります】
感染症対策として待合室も2か所設けていますので、安心して予防接種や健診にお
越しいただけます。
【子どもと家族の両方をサポートします】
内服が苦手な子、成長がゆっくりな子･･･そんな個性を認め、小児科専門の医師と
看護師が一緒になって支えます。子どものこと、子育てのこと、なんでもお気軽にご
相談ください。

川内こどもクリニック
診察に関するお問い合わせ　TEL:0996-22-1118　
予防接種・健診・その他に関するお問い合わせ　TEL:0996-20-0222
〒895-0074　薩摩川内市原田町30-26
Instagram▶︎＠skodomo_1991
Web予約▶︎https://ssc10.doctorqube.com/sendaikodomo-clinic/
■ 診療科目　  小児科
■ 診療受付時間　予約優先制のため、Webでのご予約をお勧めいたします
　 【診察予約】当日受付のみ　7:00 ～ 17:30（土曜日は7:00 ～ 14:30）
　 【予防接種・健診予約】2診療日前まで受付（24時間）
■ 診療時間  【平　日】午前 9:00 ～ 12:00　午後 15:00 ～ 18:00
　　　　　　【土曜日】午前 9:00 ～ 12:00　午後 13:15 ～ 15:00 
■ 休 診 日　水曜日・日曜日・祝日

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

院長
江口　智 先生

森田内科医院
　今年で３６年目を迎える内科・血液透析・消化器内科を専門とする医院です。一
番身近なかかりつけ医として、患者様の状態をしっかりと把握し、寄り添える医療
を心がけています。
　健康診断、風邪、生活習慣病を中心とした内科疾患から、慢性腎臓病、特に慢性維
持透析の管理に力を入れています。また消化器専門医の常勤に伴い、内視鏡室を新
設し、消化器疾患の診療にも尽力しております。丁寧且つ精度の高い検査・治療で、
患者様にとって疼痛や不快感がなく、安心して受けられることを重視しています。
　診療連携・病診連携の体制を整え、患者様に必要で安心な医療を提供できるよう
に努めています。
◉�地域の交通事情や高齢化に伴う通院困難な透析患者様のニーズに応えるため、送
迎を行っています。

◉鍼灸・マッサージ師によるマッサージのサービスを行っています。

森田内科医院

院長
森田 隆久 先生

TEL:0996-22-0559 
〒 895-0076　薩摩川内市大小路町 2191
■ 診療科目　内科・消化器内科・血液透析
■ 診療時間【月～水 ･ 金曜】午前   9:00 ～ 12:30
　　　　　　　　　　　　　 午後 14:00 ～ 17:00
　　　　　　【木 ･ 土曜】　　  午前   9:00 ～ 12:30
■ 休 診 日  日曜・祝日
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〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp
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ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

1. 患者さんの尊厳と権利を常に尊重します。
2. 医療情報の開示と懇切な説明による開かれた医療を実践します。
3. 私たちは常に研鑽し、患者さん本意の、良質で安全な医療を目指します。
4. 公的中核病院として、地域の先生方と協力し、救急医療と高度の専門医療の推進に努めます。
5. 職員の協調と信頼によって、チーム医療の充実に努め、働きがいのある職場を作ります。

私達は、保健・医療・福祉を通じて地域社会に貢献します。理 念

基 本
方 針

　お薬には、飲みやすくしたり、効果が最大限出るようにしたり、様々な工夫が
されています。どのような工夫があるのか、薬剤師さんに聞いてみましょう！

お薬の工夫、いかがでしたか？分からないことがあれば相談してみましょう。

　OD 錠とは「口腔内（Oral）崩壊（Dispering）錠」のことで、口
の中で唾液ですぐに溶けるように作られています。飲み込むこ
とが難しい方、飲める水分量が限られている方に適しています。
水なしで飲めますので唾液で溶かして飲みましょう。もちろん、
水で飲んでも大丈夫です。

　トローチは口の中でなめて溶かすことで、溶けた成分が口
や喉の炎症などに作用するお薬です。噛まないように注意し、
ゆっくりなめて溶かしましょう。溶かし終わった後30分は飲食
を控えると効果がより持続します。噛んでしまうと成分が口や
喉にとどまらず、効果が出なくなってしまいます。
　トローチには穴があいていますが、これには理由があります。
長時間なめている間に誤って飲み込んでしまっても、息が詰ま
らないようにするためです。とはいえ、誤って飲み込まないよ
うに注意しましょう。

引用：薬剤部便りNo.138（お薬の工夫を知って正しく飲もう）

OD錠って最近よく見かけるけど…？

ついついトローチを噛んでしまいます。

A

A

薬剤師さんおしえて！


